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５．インフラ系施設の概要 

 

 ここでは、建物以外の公共施設として、道路、橋梁、公園、上下水道といったインフラ

系施設について概要をまとめます。インフラ系施設の管理については、建物のように個別

の施設ごとの方針ではなく、全体像を把握したうえでの基本的な管理方針の策定が求めら

れます。 

 

（１）道路 

本町がこれまでに整備した（供用開始している）道路の状況は下表のとおりです。町道

の実延長は約 49 万ｍとなっています。 

 

 路線数 

（本） 

実延長 

（ｍ） 

再調達価額 

（千円） 

減価償却累計額 

（千円） 

期末簿価 

（千円） 

町道 575  494,490  79,118,347 39,759,114 39,359,233 

農道 47  86,889  11,577,840 5,012,819 6,565,021 

林道 257  75,603  7,514,621 3,278,964 4,235,657 

合計 879  656,982  98,210,808 48,050,897 50,159,911 

※数値は平成 27年度末現在のものです。 
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総務省の「平成 25 年度公共施設状況調経年比較表」により人口規模の近い道内他団体

と比較すると、人口一人当たりの延長（m）はほぼ平均並みとなっています。 

なお、下表において、八雲町の実延長及び面積は平成 26 年度末の数値を使用していま

す。 

 

■同規模自治体との比較（町道） 

番号 団体名 

自治体情報 道路状況 

人口（人） 
行政面積

（㎢） 
実延長（m） 面積（㎡） 

人口一人

当たり延

長（m/人） 

人口一人

当たり面

積（㎡/人） 

1  八雲町 17,852  956  494,490  5,363,988  28  300  

2  新ひだか町 24,295  1,148  460,808  5,882,235  19  242  

3  中標津町 24,205  685  641,900  9,847,538  27  407  

4  美唄市 23,984  278  531,222  7,618,503  22  318  

5  紋別市 23,644  831  527,675  4,872,224  22  206  

6  富良野市 23,324  601  681,690  7,547,035  29  324  

7  留萌市 22,957  298  219,281  1,630,937  10  71  

8  深川市 22,278  529  692,092  7,202,278  31  323  

9  遠軽町 21,432  1,332  633,392  7,715,058  30  360  

10  美幌町 20,851  438  486,438  6,619,638  23  317  

11  士別市 20,676  1,119  837,877  9,743,201  41  471  

12  釧路町 20,329  253  279,881  3,562,069  14  175  

13  余市町 20,152  141  216,528  2,634,135  11  131  

14  芽室町 19,218  514  922,368  12,344,883  48  642  

15  白老町 18,378  426  446,711  4,330,178  24  236  

16  砂川市 18,112  79  238,742  4,107,827  13  227  

17  当別町 17,251  423  465,291  6,744,036  27  391  

18  森町 17,004  369  255,638  2,706,143  15  159  

19  別海町 15,847  1,320  1,174,688  20,645,161  74  1,303  

20  倶知安町 15,825  261  265,643  1,723,330  17  109  

21  芦別市 15,404  865  332,838  4,139,345  22  269  

平  均 20,144  613  514,533  6,522,845  26  332  
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（２）橋梁 

橋梁には、長大橋から、小さな橋梁まで存在します。この橋梁は、町道だけではなく、

農道及び林道にかかる橋梁を含みます。八雲町の橋梁は総数 211 橋、再調達価額の総額

は約 222 億 6 千万円となります。 

橋梁再調達価額を取得年度別に集計すると、下記のグラフのようになります。平成 15

年度（2003 年度）が最も多く、次いで昭和 59 年度（1984 年度）が多くなっています。 

 

■供用開始年度別 橋梁の本数及び再調達価額（単位：橋数/億円） 

 

※参考）固定資産台帳データ 
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（３）公園 

本町の都市公園は下表のとおりです。多くは昭和 40 年代後半に造られています。平成

に入ってからは、面積の大きな公園が作られています。 

 

■八雲町の都市公園一覧 

公  園  名 供用開始年度 面積（㎡） 

立岩公園 昭和 38 年度 24,326  

すずらん公園 昭和 40 年度 569  

あおば公園 昭和 41 年度 730  

ぽぷら公園 昭和 45 年度 908  

すみれ公園 昭和 46 年度 492  

ひまわり公園 昭和 46 年度 533  

ひばり公園 昭和 46 年度 692  

かつら公園 昭和 46 年度 1,103  

たんぽぽ公園 昭和 47 年度 1,606  

こまどり公園 昭和 48 年度 456  

八雲運動公園 昭和 48 年度 59,604  

のばら公園 昭和 49 年度 273  

さらんべ公園 昭和 49 年度 40,669  

相生公園 昭和 57 年度 19,596  

八雲スポーツ公園 平成元年度 72,126  

遊楽部湖畔公園 平成 5年度 112,926  

遊楽部公園 平成 11 年度 110,049  

黒岩公園 平成 11 年度 9,115 

野田生公園 平成 11 年度 16,699 

ひらの公園 平成 14 年度 35,886  

梅村庭園緑地 平成 15 年度 3,925  

噴火湾パノラマパーク 平成 18 年度 72,463  

シビック公園 平成 23 年度 25,630  

合    計 610,376  
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総務省の「平成 25 年度公共施設状況調経年比較表」により人口規模の近い道内他団体

と比較すると、箇所数や面積とも平均を下回っており、人口一人当たりの面積（㎡）は平

均の半分ほどになっています。 

なお、下表において、八雲町の箇所数及び面積は平成 26 年度末の数値を使用していま

す。 

 

■同規模自治体との比較（公園） 

番号 団体名 

自治体情報 公園情報 

人口（人） 
行政面積

（㎢） 
箇所数 面積（㎡） 

人口一人当

たり面積（㎡

/人） 

1  八雲町 17,852  956  23  610,376  34  

2  新ひだか町 24,295  1,148  61  946,461  39  

3  中標津町 24,205  685  30  1,583,701  65  

4  美唄市 23,984  278  20  684,900  29  

5  紋別市 23,644  831  38  1,587,841  67  

6  富良野市 23,324  601  84  727,092  31  

7  留萌市 22,957  298  47  830,445  36  

8  深川市 22,278  529  34  1,032,164  46  

9  遠軽町 21,432  1,332  28  1,120,746  52  

10  美幌町 20,851  438  28  935,721  45  

11  士別市 20,676  1,119  41  1,384,898  67  

12  釧路町 20,329  253  43  3,129,655  154  

13  余市町 20,152  141  53  281,503  14  

14  芽室町 19,218  514  48  658,924  34  

15  白老町 18,378  426  31  2,123,300  116  

16  砂川市 18,112  79  26  3,627,730  200  

17  当別町 17,251  423  17  308,504  18  

18  森町 17,004  369  12  744,308  44  

19  別海町 15,847  1,320  17  137,477  9  

20  倶知安町 15,825  261  15  760,441  48  

21  芦別市 15,404  865  59  1,493,963  97  

平  均 20,144  613  36  1,176,674  59  
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（４）上下水道施設 

 

①水道の普及率 

 

本町の水道の普及率は下記のとおりです。普及率は 90％以上が維持され、町の人口は

減少傾向にあるものの、普及率は徐々に上昇しています。 

 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 

全町人口(人) 18,987 18,606 18,286 18,005 

給水人口 

(人) 

上水道 10,904 10,743 10,681 10,704 

簡易水道 

落部 1,753 1,692 1,649 1,553 

野田生 1,373 1,333 1,294 1,236 

黒岩 285 281 275 262 

大新 - - - 142 

熊石本町 1,743 1,708 1,638 
2,609 

熊石相沼 1,118 1,079 1,049 

小計 6,272 6,093 5,905 5,802 

 
合計 17,176 16,836 16,586 16,506 

普及率（％） 90.5% 90.5% 90.7% 91.7% 

 

②下水道の普及状況 

 

本町の下水道の普及状況は下記のとおりです。90％弱を維持しており、水道に比べると

若干普及率が低い傾向にあります。 

  
全町人口 

（人） 

管渠延長 

（ｍ） 

排水区域 

面積 

（ha） 

処理区域 

面積 

（ha） 

処理区域人口 水洗化人口 

（人） 
普及率 

（％） 
（人） 

普及率 

（％） 

平成 

23 

年度 

18,606 107,104 

公共 372 372 10,253 

78.2 

9,901 

88.3 特環 190 190 2,658 1,937 

農集 69 69 1,561 938 

平成 

24 

年度 

18,286 107,972 

公共 372 372 10,193 

78.6 

9,631 

86.4 特環 191 191 2,623 1,894 

農集 69 69 1,548 880 

平成 

25 

年度 

18,005 108,381 

公共 374 374 10,218 

79.2 

9,493 

86.3 特環 191 191 2,544 1,903 

農集 69 69 1,506 915 

※排水区域面積の種類別略称について、正式名称は下記のとおりです。 

公共：公共下水道、特環：特定環境保全公共下水道、農集：農業集落排水 

※「熊石本町」と「熊石相沼」は平成２５年度に統合 


